































































































いて、DNA ploidy pattemとproliferating cellnuclear antigen（PCNA）ならびにKト67に対
する免疫組織化学により検討した。その結果、DNA ploidy patternについては、多形性腺庫
の仝例がdiploidの細胞のみからなっているのに対し、腺様嚢胞癌ではaneuploid（16．7％）か、
diploidでも必ずpolyploid細胞を伴うもの（83．3％）であった。PCNA染色率では、腺様嚢胞
癌（16．3％）が多形性腺腫（7．8％）より有意に高かった。多形性腺腫では組織亜型別に、染
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色率に差は無かったが、腺様嚢胞癌ではsolid型（20％）が他の2塑（15％、14％）より高か
った。また、Ki－67染色率も同様の結果であった。さらに、遺伝子変化について、Ki－raS蛋白
p21とp53蛋白の発現を免疫組織化学的に検討した。その結果、p21の発現において、多形性腺
腫（54％）と腺様嚢胞癌（67％）に有意差は無かったが、p53の発現では、多形性腺腫（21％）
よりも腺様嚢胞癌（83％）のほうが有意に高かった。
以上のことより、多形性腺鹿と腺様嚢胞癌とを比較するとDNA－Ploidy pattemと増殖能が
決定的に違うこと、p53の発現においても両腫瘍に差があることが明かにされた。唾液腺腫瘍
の良、悪性の診断にこれらの研究法が有用であることが示され、よって、博士（医学）の学
位論文として価値あるものと認める。
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